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研究成果の概要（和文）：本研究は，高齢者のどのような社会生活の様相（社会生活意識・社会とのつながり・
人との関係等）が認知機能によい影響を与えるのか，その構造を明らかにすることを目的とした。1年目は先行
研究の整理を行い、2年目から個別電話インタビューによる質的記述的研究を行った。その結果、中山間地域に
暮らす高齢者の認知機能維持を助ける社会生活の様相は、高齢期の心身機能の衰えを受容し、健康管理や自己コ
ントロールをしながら自然豊かな環境の中で、人との助け合いに価値を見出し、人との交流や運動、農業が行わ
れることであることがわかった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the structure of what aspects of 
social life (social life awareness, social connection, relationship with people, etc.) have a 
positive effect on cognitive function in the elderly. In the first year, previous research was 
organized, and from the second year, qualitative descriptive research was conducted through 
individual telephone interviews. As a result, it was found that the aspect of social life that helps
 the elderly living in hilly and mountainous areas to maintain their cognitive functions is to 
accept the decline of mental and physical functions in old age, to find value in helping each other 
in an environment rich in nature while managing their health and self-control, and to interact with 
people, exercise, and farm.

研究分野： 公衆衛生看護学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は，高齢者の認知機能に特化した社会生活様相の明確化を目指し、質的帰納的分析により、高齢期の心身
機能の衰えを受容し，健康管理や自己コントロールをしながら自然豊かな環境の中で農業を行い，人との助け合
いに価値を見出し，人との交流や運動が行われることであることであることを明らかにした。今後この社会生活
様相と高齢者の認知機能の独立した関係を検証することで、高齢者の認知機能を維持するための支援に活用でき
ると同時に認知症を予防する地域づくりに貢献できる。本研究はこのように、認知症予防の地域づくりの土台を
作ったという意味で社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
認知症患者は年々増加し，2015 年には 462 万人となった。今後団塊の世代が 75 歳以上とな

る 2025 年には約 700 万人を超えると推計されている。認知症は一旦獲得された知的機能が不可
逆的に阻害されることにより生じる症候群で，発症要因は遺伝的因子の他に，40 代から始まる 
アミロイドβ蛋白の脳への蓄積，生活習慣病（糖尿病や高血圧など），教育歴の少なさ等の要因
が研究によって明らかとなっている。現在，日本の認知症予防施策は，認知症危険因子を除去す
る行動の推進と閉じこもり予防を兼ねた定期的な運動推進を中心とした集合型の介護予防プロ
グラムの実践に力を入れているが，高齢者にとって生活習慣の修正は容易ではなく，十分な成果
が出ていないのが現状である。地理的な条件で集合型の取り組みが難しい中山間地域では，認知
症予防を若いころからの生活習慣や教育歴だけに着眼しない社会的な認知機能維持要因を探し
出すことが必要である 
２．研究の目的 
本研究は，認知症予防のための生活習慣の修正や教育歴の延長が難しい高齢者の，普段の社会と
の関係性の中にある認知機能維持の要因を探し出し「自助」「互助」「共助」に役立つ「認知機能
維持を目的とした社会生活」の構造を明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
1 年目 
①Shimane CoHRE Study データを用いた縦断研究にて，認知機能が維持できている 65 歳以上高
齢者の社会生活の特徴を掴む。 
②認知機能と社会生活の関係を検証した論文を収集し認知機能に良い影響を与えると思われる
社会関連項目を抽出する。 
2 年目～3年目 
③中山間地域に暮らす高齢者へのインビューにて内容の妥当性を検討した。研究デザインは,個
別電話インタビューによる質的記述的研究とした。対象高齢者は，65 歳以上の A 市社会福祉協
議会が所管する A市高齢者クラブの会員で，A市の中でも中山間地域に暮らす高齢者とした。男
性 5 名，女性 5 名の計 10 名に対して一人 1 回 30 分程度の個別電話インタビューを行った。イ
ンタビュー内容は,①平均的な一日の過ごし方②人や動物（命あるもの）とのつながり③安心で
きる環境➃毎日の生活中で大切にしていること、とし、参加者の音声を IC レコーダーに録音し
た。インタビューによって得られたデータはすべて逐語録におこした。逐語録の中から，対象者
の社会生活の実情，社会生活に対する意識について抽出を行い，意味内容を変えることなく抽象
度をあげ，カテゴリ化を行った。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4 年目 
④質的記述的研究から導き出されたカテゴリを基に、認知機能の維持に寄与する社会生活につ
いての質問紙調査の質問項目をデルファイ法により検討した。質問項目の検討は、デルファイ法
を採用した。検討手順は、サブカテゴリに基づき研究代表者が作成した質問案を共同研究者 7名
に送付し、匿名で 9段階スコア（１．全く適さない～９．非常に適切である）の評価及びコメン
トを求めた。スコアとコメントを一つの表に集約し、会議において質問案の検討を行った。検討
内容は、各質問項目を聞く意味やそのエビデンスを確認したり、回答しやすい聞き方か、回答し

 

【自然との
共存】

【他者との良好
な関係】

【前向きに
生きる】

〔田舎でも住みやすいと思っている〕
〔田舎で暮らし続ける覚悟をしている〕
〔農業のある暮らしからの恩恵を受
けている〕
〔生命ある植物・動物の世話をしている〕

〔人との交流を続けている〕 〔周囲の人を大切に行動している〕
〔誰かの世話という役割をもっている〕 〔家族と心理的な繋がりがある〕
〔地域の人や家族に頼られ頼ってる〕 〔仲間と社会参加をしている〕

〔健康に良いことを習慣にしている〕
〔頭や身体を使っている〕
〔ゆっくりとおだやかに生活をしている〕
〔日々の暮らしに信条がある〕
〔老いを自覚しながらできることをしている〕
〔自分が充実していると思えること
を自分をコントロールして行っている〕

生成されたカテゴリ 



やすい選択肢が準備されているか等である。この手順を 3 回繰り返し、質問項目の収斂を行っ
た。 
４．研究成果 
中山間地域に暮らす高齢者の認知機能を助ける社会生活の実情と意識は【自然と共存した暮

らしぶり】【前向きに生きる】【他者との良好な関係】の３つのコアカテゴリに集約された。中山
間地域に暮らす高齢者の認知機能維持を助ける社会生活の様相は、高齢期の心身機能の衰えを
受容し、健康管理や自己コントロールをしながら自然豊かな環境の中で、人との助け合いに価値
を見出し、人との交流や運動、農業が行われることであることが推察された。 
認知機能の維持に寄与する社会生活についての質問紙調査の質問項目は、属性 9項目、暮らしの
環境について 6項目、暮らしの習慣について 20 項目、健康について 4項目、心の状態について
8項目、人との交流について 14 項目、助け合いについて 10項目の調査表となった。 
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